
県
で
は
農
一
J

八
月
十
五
日
付
で
町
務
連
絡
委
員

山
漁
村
青
年
五
通
じ
お
手
も
と
に
お
送
り
し
ま

研
修
の
一
環
一
し
た
。

と
て
、
県
一
納
期
は
六
月
二
十
五
日
と
な
っ

内
の
算
な
一
て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
市

農
村
青
年
を
豆
庫
ま
た
は
富
所
の
窓
口
へ
納

票
、
章
一
め
て
く
だ
さ
い
。

に

関

す

重

一

(

保

険

衛

生

課

}

術

、

警

の

一

保

母

の

試

験

県

で

は

先
進
地
に
派
一

忌
立
て
ま
す
の
で
、
そ
の
近
く
で

一

一

と

講

習

会

昭

和

三

と

と

し

も

鰻

一

。

一

遺

し

て

際

業

経

営

、

技

術

を

研

修

一

一

遊

ぶ

こ

と

は

や

め

て

く

だ

さ

、

一

一

十

四

年

度

保

母

試

験

と

開

講

習

会

薬

散

布

の

時

期

一

(

農

林

炉

一習
得
さ
せ
て
い
ま
す
が
二
一
一
十
四
一
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

「
震
が
重
く
て
、
力
が
入
ら
な
一
ぅ
。
と
う
い
っ
た
乙
と
を
考
え
て
〔
日
本
脳
炎
〕
に
な
り
ま
し
た
一

一年
度
の
派
遣
希
望
者
を
募
集
し
て
一
〔
試
験
〕
期
日
、
場
所
七
月
二

μ旬
斜

計

十

何

訟

を

間

続

山

内

山

保

持

急

に

熱

が

出

て

ひ

ど

く

頭

が

痛

の

で

、

と

く

に

一

大

村

部

隊

で

p

・x
一
日
付
け
れ
行
十
日
詩
時
三
十
七
日
J
一
一
五
長
崎
市
家

ヨ
に
し
討
議
す
る
こ
ふ
く
一
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

く

、

手

足

が

固

く

な

り

、

意

臓

が

と

ど

も

さ

ん
の
一
の
飲

食

業

者

を

募

集

だ

さ

い

。

一

野

町

純

心

女

子

学

園

ら
は
ぎ
を
つ
か
む
と
い
た
い
」
と
一
調
理
の
際
注
意
し
て
い
た
だ
き
だ
ん
だ
ん
な
く
な
る
症

状

は

日

本

川

君

、

豆

大

村

部

隊

で

は

同

隊

の

一

ム

派

遣

静

岡

県

、

愛

知

県

、

一

議

雲

〕

期

目

、

書

七

月

い
っ
た
よ
う
益
法
ビ
タ
ミ
ン
一
た
い
乙
と
は
食
物
が
い
た
み
や
す
脳
炎
で
す
・
と
の
病
気
は
早
け
れ

号

な

ど

で

一

で

飲

食

季

開

設

し

た

い

聖

愛

媛

県

、

滋

賀

県

一

一

一

月

t
二
十
五
日
試
験
場
所

B
欠
乏
の
震
で
す
か
ら
注
意
が
一
い
と
き
で
す
か
ら
、
変
だ
と
思
つ
ば
五
、
六
日
で
死
亡
す
る
お
そ
ろ

田

の

中

に

入

る

一

募

集

レ

て

い

ま

す

。

一ム
資
格
差
農
業
に
従
事
し
、
一
長
じ

必

要

で

す

・

一

た

ら

煮

な

お

す

か

、
思
い
き
っ
て
し
い
も
の
で
す
。
乙
れ
は
蚊
に
よ
と
と
は
止
め
る
一
希
望
者
は
六
月
二
十
五
日
ま
で

一
将
来
長
棄
を
営
む
も
の
(
な
一
ム
試
験
お
よ
び
講
雲
の
願
書
は

一捨
て
る
と
か
し
て
食
中
審
議
ぎ
っ
て
媒
介
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
雲
一
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
・
一
同
隊
厚
生
科
へ
宮
て
く
だ
さ
い

一

る

べ

く

長

男

}

一

六

月

二

十

五

日

か

急

月

二

目

度

室

長

壁

O
%ぐ
一
ビ
タ
ミ
ン
の
要
求
書
一
ニ
倍
主
祭
養
と
休
息
を

一ま

し

ょ

う

。

徹

底

的

に

駆

除

し

ま

し

ょ

う

。

一

撃

を

散

布

し

た

と

き

は

宣

言

部

隊

二

会

適

時

期

八

2
2一
役

立

関

心

事

務

所

ら
い
で
、
と
れ
以
上
に
な
れ
ば
人

一十
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一

と
れ
を
切
抜
け
る
方
法
、
ま
一

iat--E23・2SEis--az--zZEB--iifEZJit--zzPESE--52・2fizz--Miz----EE--E・E・-ミ

一
年
五
月
中
旬
ま
で
(
温
室
関
係
一

梅

雨

雲

室

長

て

は

一

体

的

措

腕

れ

K
日

賢

一ミ

パ

日

誌

訪

問

一詩

吟

臨

む

同

一

ど

し

お

ら

商

業

は

発

展

す

る

か

一
%
で
多
数
応
募
し
て
三
一
ム

J
L軒
当

日

町

一

月
月
奇
か
ら
五
月
中
旬
ま
一
へ
お
た

J
間

?

と
己
て
も
身
体
が
だ
る
く
な
り
一
と
長
ま
け
。
こ
な
り
ま
す
。

と一

寝
冷
え
、

生
水
、
ナ
マ

も

の

な

ど

一

ま

た

よ

く

眠

れ

る

よ

う

に

寝

室

玄

資

格

市

内

に

居

住

す

る

も

の

一

一
ゴ
一
九
)
へ

一
く
わ
し
い
乙
と
は
農
林
課
へ
お
一

7
月
5
日

商

議

所

の

ま
ず
。
と
れ
は
高
温
多
湿
の
た
め
一
れ
は
ビ
タ
ミ
ン

B
群
の
欠
乏
に
一に
よ
っ
て
露
ぎ
わ
し
や
す
く
一清

潔

に

す

る

と

か

、

あ

る

い

は

食

一

青

年

会

議

所

で

論

文

募

集

一

A
題
特
に
限
定
レ
な
い
一
ム
発
表
八
月
二
十
五
日
毎
日
新
一
た

若

く

だ

さ

い

。

一

慰

安

運

動

会

で
す
よ
聞
が
か
る
い
仕
事
を
す
了
仇
る
た
め
で
す
。

有

管
の
ビ
タ
ミ
ン
吸
収
率
が
低
一
事
に
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
が
不
足
一
大
村
青
年
会
理
で
は
、
大
村
一
め
、
そ
の
具
体
的
な
意
見
や
構
造
一
(
得
意
経
営
は
い
か
に
一
聞
紙
上
に
掲
載
、
入
賞
は

二

(
農
林
課
二

一

一

一

一

一

一

あ

る

べ

き

か

川

市

商

庖

街

一

席

一

名

(

一

万

円

)

二

席

-

一

一

大
村
商
工
会
議
所
は
開
会
議
附

る
う
え
に
快
適
な
の
は
気
温
十
八

一
梅
雨
ど
き
に
は
冬
期
に
く
ら
べ
一
く
な
り
ま
す
。
「
疲
れ
や
す
い
」
一
し
な
い
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
一
市
の
商
業
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
一
な
ど
に
つ
い
て
論
文
を
停
案
'
ま
一
一

一

一

-

i

i

j
れ
一
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
一
名
(
一
ニ
千
円
)
ゴ
一
席

一
名
一

ご

み

手

数

料

は

一従
業
員
家
族
慰
安
運
動
会
主
月

izzz-ZEE-
F

i

g

-

"

一
言
、
)
商
庖
の
新
し
、
一
(
千
円
)
佳
作
数
名

一

一
五
日
(
七
月
百
の
予
定
を
都
合

川

日

本

海

外

協

会

連

合

会

並

び

わ

け

で

す

。

で

す

。

に

な

り

ま

す

。

ち

ょ

っ

と

し

た

異

な

り

ま

す

が

、
大
体
、

満

五

気

温

は

平

均

二

十

六

、

七

度

川

一

ヵ

何

b
一

一

一

川
に
県
で
は
国
策
の

一
望

し

て

ー

と

い

う

の

ま

つ

ぎ

に

、

関

心

毒

た

れ

る

小

遣

い

が

い

る

わ

け

で

す

o

十
菜
澗
の
夫
婦
を
含
め
て
満
で
非
常
に
佳
全
く
、
日
本
人
い
一
方
向
を
ど
こ
に
み
い
出
す
か
一
入
賞
者
に
は
賞
状
、
記
念
品

一

泊
固
ま
で
窓
口
へ
一
に
よ
り
詰
)
市
営
陸
上
競
技
場

川
中
南
米
へ
の
撃
を
呼
び
か
7

開

拓

移

住

}

の

は

移

住

に

は

託

だ

け

の

経

十

五

才

以

上

五

十

才

未

満

の

働

に

は

き

適

し

た

も

の

と

い

え

土

器

街

に
対
し
て
と
う
要
一
巻
贈
る

一

一

で
盛
大
に
催
し
ま
す
・

い

て

い

ま

す

。

。

ゾ

ン

河

の

目

、

日

向

日

マ

る

の

か

、

と

い

う

乙

と

忠

清

持

政

宗

一二
人

以

上

あ

る

と

と

が

ま

ず

。

…

一

号

る

山

崎

諮

問

一

A
dは
品
目
立
叩
)
(
原

一み

浦

野

山

町

内

一

耕

一

五

の

れ

れ

五

詰

討

す

続

ykb堅
持

詰

リ

ピ

ァ

、

パ

ラ

グ

ア

ィ

、

ァ

ル

ぜ

宮

町

2
の
場
合
は
、
農
を
し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、

ω拝
見

綿

一

誌

で

町

明

日

れ

h
u
m
-口
紅
一
一
川
大
村
商
庖
で
買
物
巻
し
て
一
く
わ
し
い
乙
と
塁
審

73)の
袋

詰

重

一

(

大

村

商

工

会

議

所

)

ン
チ
ン
な
ど
へ
の
移
住
の
よ
う
，

，
現
地
で
自
費
自
己
資
金
と
し

( 6月下旬号)
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疲

れ

を

知

ら

ぬ

暮

し

方

り

料
理
に
は
気
を
配
る

大村市政だよ

A
H

六
月
十
二
日
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま
レ
た
が
、
梅
雨
ど
き
か
ら
買
に
か
け
て
は
身
体
育

古

の
調
子
が

く

る

い

が

ち

で

仕

事

の

能

率

も

あ

が

り

ま

せ

ん

。

合

合
ま
た
と
の
時
期
は
赤
痢
、
疫
痢
な
ど
の
伝
染
病
も
多
く
な
り
ま
す
。
と
と
に
乙
ど
も

合

合

た
ち
は
生
水
や
清
涼
飲
料
水
巻
好
ん
で
飲
む
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、
夜
、
寝
冷
え
な
台

育
ど
で
胃
腸
を
と
わ
ず
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
.
お
互
い
に
注
意
し
て
暑
い
時
期
老
健
合

合
康
に
く
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

A
H

ビ
タ
ミ
ン
B
群

の
欠
乏
を
防
ぐ

(毎月 1回.10日.20日.発行)昭和34年 6月初日
(昭和33年4月22日第三種郵便物認可〕(一)

ナ
ス
科
値
物
(
ト
マ
ト
、
ナ
ス
一
し
て
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

ば
れ
い
し
ょ
、
タ
バ
コ
、
ピ
1
マ
一
と
れ
は
、
じ
ゃ
が
い
も
ガ
発
生

ン
な
ど
)
を
大
村
市
外
に
出
荷
さ
一
防
止
の
た
め
で
、
違
反
す
れ
ば
嗣

れ
る
と
き
は
、
必
ず
農
協
で
検
査
一
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

を
受
け
た
う
え
、
許
可
書
巻
源
付
一
い
。
(
農
林
課
)

〔
赤
痢
、
疫
痢
〕

ひ
ん
ぱ
ん
に
下
痢
し
て
粘
液
血

便
に
ノ
内
示
混
る
こ
と
が
あ
り
、

し
か
ら
下
腹
部
が
痛
み
し
ぶ
っ
て

熱
も
出
ま
す
.
と
れ
は
完
全
な
赤

痢
で
す
。
こ
と
に
幼
児
の
疫
痢
は
経
過
が

電
撃
的
な
場
合
が
多
い
の
で
、
様

子
が
変
だ
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
医

者
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
.

そ
れ
ま
で
は
と
り
あ
え
ず
、
か

ん
腸
レ
、
安
静
に
ね
か
せ
て
絶
食

さ
せ
る
と
と
で
す
。

帥
酬
の
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
は

赤札の田は危険

農薬がまかれています一

;母子福祉資金j
7月15日まで受付 i 

当

日

午

前

八

時

演

習

召

集

の

サ

イ

レ

ン

を

吹

鳴 必
ず
検
査
を
受
け
て
か
ら

申込27日まで
一
般
競
争
入
札

三
二
十
秒
速
続
一

回
)
し
ま
す
.
火

災

と

間

違

わ

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ
さ
い
。
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